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令和２年５月１５日 

 



 

第１号議案 

 

令和元年度事業報告及び収支決算の承認について 

 

 このことについて、別紙のとおりとしたいので、規約第 11条第４項の規定により承認する。 

 

≪参考≫ 

 ・規約 

第５章  会議 

会議（評議員会） 

第 11条  評議員会は年１回以上開催し、次の運営に関する重要事項を審議する。 

  (1)  規約の制定および改正 

(2)  会長の選任 

  (3)  事業計画及び収支予算について 

  (4)  事業報告及び収支について 

  (5)  加盟・脱退・賞罰に関して 

  (6)  この団体の解散に関する事項 

  (7)  その他この団体の業務に関する重要事項で理事会において必要と認めるものに助言する。評 

議員会は必要に応じ会長が招集する。 

 

 

第２号議案 

 

任期終了に伴う会長の決定について 

 

 このことについて、佐々木史郎氏の再任としたいので、規約第６条の規定により決定する。 

また、会長により選任される副会長、理事長、監事を別紙のとおりとする。 

 なお、新たな役員の任期については、規則第８条により令和４年５月の評議員会終結の時

までとする。 

 

≪参考≫ 

 ・規約 

（役員の選定） 

第 6条  会長は評議員会により推挙され決定する。 

  (1)  副会長・理事長・監事は会長により選任される。 

  (2)  理事は理事長により選任される。 

  (3)  副理事長は理事の互選により選任される。 

（役員の任期） 

第 8条  この団体の役員の任期は２年とし再任を妨げない。 

  (1)  補欠または増員により選任された役員の任期は前任者または現任者の残任期間とする。 

  (2)  役員はその任期終了後でも後任者が就任するまでその職務を行う。 



 

第３号議案 

 

令和２年度事業計画及び収支予算の承認について 

 

 このことについて、別紙のとおりとしたいので、規約第 11条第３項の規定により承認する。 

 

≪参考≫ 

 ・規約 

会議（評議員会） 

第 11条  評議員会は年１回以上開催し、次の運営に関する重要事項を審議する。 

  (1)  規約の制定および改正 

(2)  会長の選任 

  (3)  事業計画及び収支予算について 

  (4)  事業報告及び収支について 

  (5)  加盟・脱退・賞罰に関して 

  (6)  この団体の解散に関する事項 

  (7)  その他この団体の業務に関する重要事項で理事会において必要と認めるものに助言する。評 

議員会は必要に応じ会長が招集する。 

 

 

---------------------------------------------------- 

 

≪評議員会に関する参考≫ 

 ・規約 細則 

（評議員の推薦） 

第 10条  加盟団体は各団体より 1名の評議員を推薦しなければならない。ただしオールドタイマーは 

除く。 

（評議員の補欠） 

第 11条  理事に選任された評議員の推薦加盟団体は評議員を補充しなければならない。理事は評議員 

を兼ねる事はできない。 

（評議員会） 

第 12条  評議員会は会長・副会長・理事長・副理事長・理事・評議員をもって構成する。会長は議長 

となる。評議員会は年１回以上開催する他、次期会長の選出に伴う定期評議員会を開催する。な 

お、必要に応じ臨時評議員会を開催することが出来る。 
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第 1号議案「令和元年度事業及び収支決算について」 

 

令和元年度事業報告 

(1)競技事業委員会  

令和元年 6月 1日～7月 27日 第 73回兵庫県民大会アイスホッケー選手権大会（西宮） 

令和元年 10月 5日～令和 2年 2月 第 11回関西オールドタイマー大会（尼崎）※ 

令和元年 11月 2日～3日 第 10回兵庫チャレンジカップ（神戸） 

令和元年 11月 10日   小学生選抜代表チーム選考会（神戸） 

令和元年 11/30～12/8  第 75回国民体育大会近畿ブロック大会（成年の部）（尼崎） 

令和元年 12/21～22  第 75回国民体育大会近畿・東海・北信越ブロック大会少年の部（神戸） 

令和 2年 1月 18日   県民体育大会小中学生の部・U9親善クロスアイス大会（丹波） 

令和 2年 2/22～24  第 24回全日本女子アイスホッケー選手権大会（B）（神戸・尼崎） 

令和 2年 3/7       第 3回アンリ・シャルパンティエ杯（西宮）※ 

※印 新型コロナウィルス感染拡大防止のため大会の一部またはすべてを開催中止。 

 

(2)強化委員会 

〈国体成年〉 

成年・少年強化指定選手 A･B 9/7・9/21（西宮） 

代表チーム練習 10/19・10/26・11/2・11/9・11/16・11/23・11/24・11/29・12/14・12/21・

1/11・1/19・1/25 （尼崎） 

対外試合       1/18 VS 大阪府 （尼崎） 

〈国体少年〉 

代表強化練習・対外試合 9月 西宮において成年との合同練習 計 2回 

 10月～2月 丹波、神戸において練習及び試合 計 21回 

〈その他〉 

HIHFGKスキルアップトレーニング(4回) 11/28・12/21・1/23・2/20 

HIHF出張 GKスキルアップトレーニング（1回）2/2 

HIHFGKスキルアップトレーニング特別編（夏季：7/20 冬季：2/7～2/9） 

 

(3)普及委員会 

ジュニア育成事業は、各地区でのジュニア競技者を増加させるための事業を展開した。 

① ひょうご西宮アイスアリーナジュニアアイスホッケー教室（5 月～9 月、月 4 回土曜日、

合計 20回開催） 

② アンリシャルパンティエスケート体験教室（4月及び 11月～2月、月 4回開催） 

③ PIリンク主催アイスホッケー教室において、指導業務を受諾、指導員派遣・防具提供（11

月～3月、計 12回開催） 

④ 姫路セントラルリンクにて開催の土曜ホッケー教室開催支援 

 

(4)医科学委員会 

第 75回国民体育大会近畿ブロック大会（尼崎） ドクター派遣 

         第 75回国民体育大会近畿・東海・北信越ブロック大会少年の部（神戸） ドクター派遣 

     第 24回全日本女子アイスホッケー選手権大会（B）（神戸・尼崎） ドクター派遣 
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(5)レフェリー委員会 

県内大会への審判派遣   県民大会/ポートアイランドリーグ/チャレンジカップ 

近畿地区大会への審判派遣  関西実業団リーグ/関西学生リーグ/関西インカレ/国体予選 

全国大会等への審判派遣  J-ICEウエスト/日ア連会長杯/全日本女子 B 

アイススレッジホッケー国内クラブ選手権 

レフェリークリニック・新ルールの説明会 

その他練習試合/定期戦への審判派遣 

 

   (6)インラインホッケー委員会 

      第 21回関西インラインホッケーリーグ 5/26・6/2（丹波） 

参加 Aプール 4チーム  優勝 TEAM TORSPO HUSKIES 

       ジュニア 4チーム 優勝 大阪セレクト 

    Lプール 2チーム（MAPLE HONEY vs 中学生選抜）※非公式 

全日本選手権 Bプール 近畿予選 6/9（丹波） 参加 1チーム 

      全日本選手権 Bプール出場権獲得 BANDITS 

   ※予選会エントリー1チームの為、BANDITSが連盟承認により決定 

第 22回全日本選手権 B・Lプール 本戦（丹波）7/20～21 

参加 Bプール 5チーム  優勝 ＳＴＩＧＡ（関東）、 

     Lプール 6チーム 優勝 Team ＳＯＮＩＣ（関東） 

      エンジョイフルワンデイカップ 8/4（丹波） 

参加オープンクラス 11チーム ※連盟未公認試合 

      ジュニアクラス 3チーム ※連盟未公認試合 

      ウエストジャパンインラインホッケーチャンピオンシップ 9/14～16（丹波） 

参加 Aプール 5チーム  優勝 TEAM TORSPO HUSKIES 

Bプール 3チーム 優勝 SKULL BOSE 

Lプール 2チーム  優勝 MAPLE HONEY 

             ジュニア 4チーム 優勝 大阪セレクト 

              

その他報告 

(1)国民体育大会 

〈成年の部〉 

第 75回 冬季国民体育大会 近畿ブロック大会アイスホッケー競技会  

11/30～12/8（尼崎リンク） 成年の部 4位 

1回戦      兵庫県 17－0 奈良県 

2回戦     兵庫県   2－3  滋賀県 

3位決定戦   兵庫県   2－3 京都府 

最終順位 1位 大阪府、2位 滋賀県、3位 京都府、4位 兵庫県（4位まで本大会出場） 

5位 和歌山県、6位奈良県 

 

第 75回国民体育大会冬季大会アイスホッケー競技会（青森国体） 

 1/30～2/3 北海道釧路市   

1回戦        兵庫県  3－4 新潟県 

1位 北海道、2位 東京都、3位 栃木県、4位 埼玉県、5位 青森県、6位 長野県 
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〈少年の部〉 

第 75回国民体育大会北信越・東海・近畿ブロック大会アイスホッケー競技会 

12/21・22（神戸） 

1回戦      兵庫県  0－12  大阪府 敗退により本大会出場獲得なし 

順位決定戦    兵庫県  1－3  富山県  

順位決定戦    兵庫県  2－10  京都府 最終結果 7位 

 

(2)その他出場全国大会 

     第 13回全日本女子中学・高校生アイスホッケー大会 12/20～22（日光） 

     第 24回全日本女子アイスホッケー選手権大会(B) 2/22～24（神戸・尼崎） 

          第 15回風越カップ全日本アイスホッケー大会小学生の部      

            関西ブロック予選（12/27～29・大阪） 

        兵庫選抜 7-0 京都・滋賀選抜 

        兵庫選抜 5-4 大阪選抜 

 本大会（3/26～29・軽井沢） ※新型コロナウィルス感染拡大防止のため中止 

     第 14回全日本少年アイスホッケー大会中学生男子の部 3/25～29（釧路） 

                    ※新型コロナウィルス感染拡大防止のため中止 

     第 8回全日本小学生低学年選抜アイスホッケー大会（Ｕ9ジャパンカップ） 

      本大会（3/14～15・神奈川県）※新型コロナウィルス感染拡大防止のため中止 
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令和元年度決算並びに監事監査報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 収入の部 （単位：円）

 1　登録料 4,000,000 4,351,000 351,000

社会人・オールドタイマー 1,800,000 2,001,000 201,000

大学 1,000,000 988,000 △ 12,000

女子 150,000 198,000 48,000

高校・中学・小学生 820,000 932,000 112,000

インライン 230,000 232,000 2,000

 2　補助金 3,750,000 2,768,200 △ 981,800

兵庫県体育協会 3,600,000 2,668,200 △ 931,800

日本アイスホッケー連盟 100,000 100,000 0

その他 50,000 0 △ 50,000

 3　協賛金 0 120,000 120,000

 4　寄付金 10,000 0 △ 10,000

 5　参加料 7,555,000 6,286,000 △ 1,269,000

県民大会（成年） 850,000 840,000 △ 10,000

国体（少年）北信越・東海・近畿予選（兵庫県主催） 1,050,000 1,050,000 0

県民大会（小中学生） 270,000 270,000 0

兵庫チャレンジカップ（小中学生） 600,000 750,000 150,000

風越カップ関西予選会（兵庫県主催） 0 0 0

関西オールドタイマー 2,500,000 1,300,000 △ 1,200,000

スプリングカップ（大学他） 720,000 880,000 160,000

小学生選抜（U9含む）選考大会 0 0 0

国体候補選手強化 0 0 0

関西インラインホッケー 365,000 305,000 △ 60,000

全日本インライン近畿予選 50,000 0 △ 50,000

ウエストジャパンインライン 450,000 548,000 98,000

その他大会・講習会他 700,000 343,000 △ 357,000

 6　リンク調整・利用料 19,500,000 18,685,400 △ 814,600

リンク等利用料 19,450,000 18,685,400 △ 764,600

その他 50,000 0 △ 50,000

 7　受託料 4,000,000 3,797,000 △ 203,000

（一社）ひょうごスケート 3,300,000 3,157,000 △ 143,000

日本アイスホッケー連盟（全日本インラン） 100,000 100,000 0

ひょうご西宮アイスアリーナ 600,000 540,000 △ 60,000

 8　手数料 0 0 0

 9　雑収入 250,000 54,879 △ 195,121

39,065,000 36,062,479 △ 3,002,521

3,121,242 3,121,242 0

42,186,242 39,183,721 △ 3,002,521

Ⅱ 支出の部

 1　負担金 1,400,000 1,425,000 25,000

日本アイスホッケー連盟 1,310,000 1,365,000 55,000

兵庫県体育協会 60,000 60,000 0

その他 30,000 0 △ 30,000

 2　国体選手強化事業費 4,350,000 4,494,626 144,626

成年選手強化 850,000 1,102,559 252,559

少年選手強化 1,300,000 1,229,158 △ 70,842

成年国体・ブロック大会 1,400,000 1,757,694 357,694

少年国体・ブロック大会 800,000 405,215 △ 394,785

 3　大会運営事業費 7,265,000 7,223,970 △ 41,030
県民大会（成年） 800,000 823,010 23,010

国体（少年）北信越・東海・近畿予選（兵庫県主催） 1,050,000 1,024,398 △ 25,602

県民大会（小中学生） 380,000 377,354 △ 2,646

兵庫チャレンジカップ（小中学生） 850,000 902,517 52,517
風越カップ関西予選会（兵庫県主催） 0 0 0
関西オールドタイマー 2,100,000 1,733,522 △ 366,478

スプリングカップ（大学他） 650,000 873,120 223,120
小学生選抜（U9含む）選考大会 250,000 170,708 △ 79,292
U１６・Ｕ９ 0 42,200 42,200

関西インラインホッケー 350,000 303,339 △ 46,661

全日本インライン近畿予選 150,000 0 △ 150,000
全日本インライン選手権 0 0 0
ウエストジャパンインライン 350,000 513,672 163,672

その他大会・講習会他（全日本女子Ｂ含む） 335,000 460,130 125,130

予算差異 (Ｂ)-(Ａ)決算額（Ｂ）

当期収入合計（A）

前  期  繰  越  金

収  入  合  計 （B）

科　　目 令和元年度予算額

令和元年度 兵庫県アイスホッケー連盟決算書

平成31年4月1日から令和２年3月31日

科　　目 予算額（Ａ） 決算額（Ｂ） 予算差異 (Ｂ)-(Ａ)
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（単位：円）

 4　補助事業費 700,000 439,900 △ 260,100
全日本中高生女子大会 100,000 112,000 12,000
全日本中学生大会 300,000 0 △ 300,000
全日本小学生大会・関西予選会 200,000 80,000 △ 120,000
その他 100,000 247,900 147,900

 5　普及・クリニック事業費 3,400,000 3,745,732 345,732
教室・講習会・体験会 2,300,000 1,929,687 △ 370,313
リンク利用料 1,100,000 1,816,045 716,045

 6　管理運営費 2,250,000 2,159,908 △ 90,092
旅費 550,000 597,061 47,061
謝金 650,000 600,000 △ 50,000
参加料 50,000 54,920 4,920
通信運搬料 130,000 100,817 △ 29,183
印刷費 50,000 38,222 △ 11,778
消耗品費 30,000 124,100 94,100
備品購入 300,000 63,644 △ 236,356
賃借料 30,000 32,620 2,620
委託料 80,000 77,000 △ 3,000
会議費 50,000 93,920 43,920
支払保険料 180,000 210,504 30,504
支払手数料 150,000 167,100 17,100

 7　リンク調整・利用費 19,500,000 18,345,545 △ 1,154,455
 8　予備費 200,000 0 △ 200,000

39,065,000 37,834,681 △ 1,230,319

0 △ 1,772,202 △ 1,772,202

3,121,242 1,349,040 △ 1,772,202次期繰越収支差額（B）－（C）

科　　目 令和元年度予算額 決算額（Ｂ） 予算差異 (Ｂ)-(Ａ)

当 期 支 出 合 計 （C）

当 期 収 支 差 額 （Ａ）-（Ｃ）
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第２号議案「任期終了に伴う会長の決定について」 

 

 会長  佐々木史郎（再任） 

 

 会長により選任される役員 

 副会長 足立 優（再任） 

理事長 柳田 昌宏（現副理事長） 

監事  中井 洋（再任） 

 

 理事については、理事長により選任されたのち連盟ホームページにて発表する。 
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第３号議案「令和２年度事業計画及び予算について」 

 

令和２年度（令和 2年 4月 1日から令和 3年 3月 31日）事業計画 

(1)競技事業委員会 

令和 2年（未定）  第 74回兵庫県民大会アイスホッケー選手権大会（西宮） 

令和 2年 8/22～23   U-16近畿ブロックセレクトキャンプ（滋賀） 

令和 2年 9月    女子 U-16近畿ブロックキャンプ（兵庫） 

令和 2年 10月～令和 3年 4月上旬   第 12回関西オールドタイマー大会（尼崎） 

令和 2年 10月下旬 第 11回兵庫チャレンジカップ（神戸） 

令和 2年 10月下旬   小学生選抜代表チーム選考会 （神戸） 

令和 3年 1月中旬   県民体育大会小中学生の部・U9親善クロスアイス大会（神戸） 

令和 3年 3月       第 4回アンリ・シャルパンティエ杯（西宮） 

 

(2)強化委員会 

〈国体成年〉 

代表チーム練習 10月上旬から 1月下旬（尼崎・西宮） 

県外遠征 未定、 対外試合 予定 

＊強化指定選手 A：兵庫県代表選手経験者ならびに代表監督が推薦する選手 

＊強化指定選手 B：兵庫県在住もしくは勤務先ならびに学校に在籍する選手 

〈国体少年〉 

県内練習  9月～3 月  20回程度（合宿・練習試合含む） 丹波、神戸、西宮 

〈小中学生及び女子〉 

各全日本大会出場にかかる役員旅費の補助等 

〈その他〉 

HIHFGKスキルアップトレーニング 10月～3月に月 1回程度の開催を予定 

HIHF出張 GKスキルアップトレーニング 登録チームより要請があればスタッフを派遣 

HIHFGKスキルアップトレーニング 2月に外部講師を招聘し、開催予定 

 

 (3)普及事業 

ジュニア育成・普及事業  前年度同様の企画を予定 

情報公開・広報事業  ホームページによる組織、活動の紹介等 

 

(4)医科学委員会 

ドクター派遣（要請のある大会へ） 

 

(5)レフェリー委員会 

県内大会への審判派遣   県民大会/兵庫チャレンジカップ等 

近畿地区大会への審判派遣   関西実業団リーグ/関西学生リーグ 

全国大会等の審判派遣・練習試合等の審判派遣・審判技術向上活動（レフェリークリニック等） 

 

    (6)インラインホッケー委員会 

第 22回関西インラインホッケーリーグ（丹波）※ 

（第 23回インラインホッケー全日本選手権大会(B/L)近畿予選を兼ねた大会） 



- 9 - 

 

 

インラインジュニア近畿大会（丹波）※ 

第 23回全日本選手権大会（B・L）7/18～19（丹波）※ 

※印 新型コロナウィルス感染拡大防止のため大会の一部またはすべてを開催中止（順延）。 

エンジョイフルワンデイ（非公式大会）8/4（丹波） 

ウエストジャパンインラインホッケーチャンピオンシップ 9/12～13（丹波） 

    その他、ジュニア世代（Ｕ12）の普及及び強化育成、レフリーの育成、選手強化を図る。 
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令和２年度予算案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 収入の部 （単位：円）

 1　登録料 4,150,000 4,000,000 150,000

社会人・オールドタイマー 1,900,000 1,800,000 100,000

大学 980,000 1,000,000 △ 20,000

女子 190,000 150,000 40,000

高校・中学・小学生 850,000 820,000 30,000

インライン 230,000 230,000 0

 2　補助金 2,950,000 3,750,000 △ 800,000

兵庫県体育協会 2,900,000 3,600,000 △ 700,000

日本アイスホッケー連盟 0 100,000 △ 100,000

その他 50,000 50,000 0

 3　協賛金 0 0 0

 4　寄付金 0 10,000 △ 10,000

 5　参加料 6,040,000 7,555,000 △ 1,515,000

県民大会（成年） 900,000 850,000 50,000

国体（少年）北信越・東海・近畿予選（兵庫県主催） 0 1,050,000 △ 1,050,000

県民大会（小中学生） 300,000 270,000 30,000

兵庫チャレンジカップ（小中学生） 850,000 600,000 250,000

風越カップ関西予選会 0 0 0

関西オールドタイマー 2,650,000 2,500,000 150,000

スプリングカップ（大学他） 0 720,000 △ 720,000

小学生選抜（U9含む）選考大会 90,000 0 90,000

国体候補選手強化 0 0 0

関西インラインホッケー 300,000 365,000 △ 65,000

全日本インライン近畿予選 0 50,000 △ 50,000

ウエストジャパンインライン 500,000 450,000 50,000

その他大会・講習会他 450,000 700,000 △ 250,000

 6　リンク調整・利用料 18,000,000 19,500,000 △ 1,500,000

リンク等利用料 17,950,000 19,450,000 △ 1,500,000

その他 50,000 50,000 0

 7　受託料 3,160,000 4,000,000 △ 840,000

（一社）ひょうごスケート 2,800,000 3,300,000 △ 500,000

日本アイスホッケー連盟（全日本インラン） 0 100,000 △ 100,000

ひょうご西宮アイスアリーナ 360,000 600,000 △ 240,000

 8　手数料 0 0 0

 9　雑収入 50,000 250,000 △ 200,000

34,350,000 39,065,000 △ 4,715,000

1,349,040 3,121,242 △ 1,772,202

35,699,040 42,186,242 △ 6,487,202

Ⅱ 支出の部

 1　負担金 1,440,000 1,400,000 40,000

日本アイスホッケー連盟 1,380,000 1,310,000 70,000

兵庫県体育協会 60,000 60,000 0

その他 0 30,000 △ 30,000

 2　国体選手強化事業費 3,750,000 4,350,000 △ 600,000

成年選手強化 850,000 850,000 0

少年選手強化 1,100,000 1,300,000 △ 200,000

成年国体・ブロック大会 1,000,000 1,400,000 △ 400,000

少年国体・ブロック大会 800,000 800,000 0

 3　大会運営事業費 5,350,000 7,265,000 △ 1,915,000
県民大会（成年） 800,000 800,000 0
国体（少年）北信越・東海・近畿予選（兵庫県主催） 0 1,050,000 △ 1,050,000

県民大会（小中学生） 380,000 380,000 0
兵庫チャレンジカップ（小中学生） 900,000 850,000 50,000
風越カップ関西予選会（兵庫県主催） 0 0 0
関西オールドタイマー 2,100,000 2,100,000 0

スプリングカップ（大学他） 0 650,000 △ 650,000
小学生選抜（U9含む）選考大会 180,000 250,000 △ 70,000
U１６・Ｕ９ 40,000 0 40,000
関西インラインホッケー 300,000 350,000 △ 50,000

全日本インライン近畿予選 0 150,000 △ 150,000
全日本インライン選手権 0 0 0
ウエストジャパンインライン 500,000 350,000 150,000

その他大会・講習会他 150,000 335,000 △ 185,000

増減令和2年度予算額 令和元年度予算額

当　期　収 入 計 （A）

繰  越  金

収  入  合  計 （B）

科　　目

令和２年度 兵庫県アイスホッケー連盟予算案

令和2年4月1日から令和3年3月31日

科　　目 令和2年度予算額 令和元年度予算額 増減
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（単位：円）

 4　補助事業費 550,000 700,000 △ 150,000
全日本中高生女子大会 100,000 100,000 0
全日本中学生大会 200,000 300,000 △ 100,000
全日本小学生大会・関西予選会 150,000 200,000 △ 50,000
その他 100,000 100,000 0

 5　普及・クリニック事業費 3,200,000 3,400,000 △ 200,000
教室・講習会・体験会 1,800,000 2,300,000 △ 500,000
リンク利用料 1,400,000 1,100,000 300,000

 6　管理運営費 1,660,000 2,250,000 △ 590,000
旅費 400,000 550,000 △ 150,000
謝金 600,000 650,000 △ 50,000
参加料 50,000 50,000 0
通信運搬料 70,000 130,000 △ 60,000
印刷費 20,000 50,000 △ 30,000
消耗品費 30,000 30,000 0
備品購入 0 300,000 △ 300,000
賃借料 30,000 30,000 0
委託料 80,000 80,000 0
会議費 50,000 50,000 0
支払保険料 180,000 180,000 0
支払手数料 150,000 150,000 0

 7　リンク調整・利用費 18,000,000 19,500,000 △ 1,500,000
 8　予備費 400,000 200,000 200,000

34,350,000 39,065,000 △ 4,715,000

0 0 0

1,349,040 3,121,242 △ 1,772,202

収 支 差 額 （Ａ）-（Ｃ）

次期繰越収支差額（B）－（C）

※新型コロナウィルス感染拡大防止により８月ごろまで主催事業を中止、順延する見込みとして計画しています。

当　期　支 出 合 計 （C）

令和2年度予算額 令和元年度予算額 増減科　　目
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兵庫県アイスホッケー連盟規約 

 

第１章 総則 

（名 称） 

第 1 条  この団体は兵庫県アイスホッケー連盟（HYOGO ICE HOCKEY FEDERATION）（略号 HIHF）と云う。 

（事務所） 

第 2 条  この団体は事務所を 〒668-0047 兵庫県豊岡市三坂町４番７号（新田理 気付）に置く。 

  

第２章 目的及び事業 

（目 的） 

第 3 条 この団体は兵庫県におけるアイスホッケー（インラインホッケーを含む）加盟団体を統轄し、かつ

これを代表する唯一のアマチュア団体であって、相互融和連絡並びにアイスホッケーの健全なる普及およ

び、振興を図り、広く県民の心身の発展と体育文化の昂揚に寄与することを目的とする。 

（事 業） 

第 4 条  この団体は前条の目的達成をするため、次の事業を行う。 

   (1)  兵庫県におけるアイスホッケーの普及奨励および指導者の養成 

  (2)  アイスホッケーに関する兵庫県選手権大会の開催及び必要と認める競技会の主催又は後援 

(3)  アイスホッケーに関する国内競技会及び日本アイスホッケー連盟等に対する代表参加者の選定及び 

派遣 

  (4)  兵庫県におけるアイスホッケーのアマチュア精神の確立 

  (5)  アイスホッケーに関する調査研究 

  (6)  アイスホッケーに関する選手の競技力の向上 

  (7)  アイスホッケーに関する審判員の養成及びその資格の推薦 

  (8)  アイスホッケーに関する役員、競技者又は団体の表彰 

  (9)  日本アイスホッケー連盟に対し、兵庫県のアマチュアアイスホッケー界を代表して加盟すること 

  (10) 兵庫県体育協会に対し、アマチュアアイスホッケー界を代表して加盟すること 

  (11) アイスホッケーに関する資料の収集保存及び刊行物発行 

  (12) その他この団体の目的を達成するに必要な事業 

 

第３章 役員 

（役 員） 

第 5 条  この団体には次の役員を置く。 

  (1)  会長     １名 

  (2)  副会長    ２名以内 

  (3)  理事長    1名 

  (4)  副理事長   ２名以内 

  (5)  理事     １５名以内 

  (6)  監事     ２名以内 

（役員の選定） 

第 6 条  会長は評議員会により推挙され決定する。 

  (1)  副会長・理事長・監事は会長により選任される。 

  (2)  理事は理事長により選任される。 

  (3)  副理事長は理事の互選により選任される。 
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（役員の職務） 

第 7 条  会長はこの団体の業務を総括し、この団体を代表する。 

  (1)  会長に事故あるとき、または欠けたときは、会長があらかじめ指名した順序により、副会長がその職 

務を代理し、またはその職務を行う。 

  (2)  理事長は会長及び副会長を補佐し、理事会の議決に基づき団体の業務を掌握する。 

  (3)  副理事長は理事長を補佐し、理事長に事故あるとき、または欠けたときは、その職務を代理し、また 

はその職務を行う。 

  (4)  理事は理事会を組織して、この団体の業務を決議し執行する。 

  (5)  監事はこの団体の財産及び理事の業務執行状況を監査する。 

（役員の任期） 

第 8 条  この団体の役員の任期は２年とし再任を妨げない。 

  (1)  補欠または増員により選任された役員の任期は前任者または現任者の残任期間とする。 

  (2)  役員はその任期終了後でも後任者が就任するまでその職務を行う。 

（役員の解任） 

第 9 条 役員は次の各号の一つ以上に該当するときは、理事現在数および評議員現在数おのおの３分の２以

上の議決により役員を解任することができる。 

 (1)  心身の故障のため、職務の執行に堪えないと認められるとき。 

  (2)  職務の義務違反、その他役員たるにふさわしくない行為あると認められるとき。 

 

第４章  名誉会長・顧問・参与 

（名誉会長・顧問・参与） 

第 10 条  この団体に名誉会長・顧問・参与を若干名置くことができる。 

  (1)  名誉会長は理事会および評議員会の推薦に基づき会長が委嘱する。名誉会長は会議に出席し意見を述

べることができる。 

  (2)  顧問は、この団体の会長または副会長であった者およびアイスホッケーに関する功労者の中から理事 

会及び評議員会で推薦し、会長が委嘱する。 

  (3)  参与は理事会及び評議員会で推薦し、会長が委嘱する。参与は理事会の諮問に応ずる。 

  

第５章  会議 

会議（評議員会） 

第 11 条  評議員会は年１回以上開催し、次の運営に関する重要事項を審議する。 

  (1)  規約の制定および改正 

(2)  会長の選任 

  (3)  事業計画及び収支予算について 

  (4)  事業報告及び収支について 

  (5)  加盟・脱退・賞罰に関して 

  (6)  この団体の解散に関する事項 

  (7)  その他この団体の業務に関する重要事項で理事会において必要と認めるものに助言する。評議員会 

は必要に応じ会長が招集する。 

（理事会） 

第 12 条  理事会は会長・副会長･理事長・副理事長・理事をもって構成する。 理事会はこの団体の運営に関

し審議決定し、次の事項を討議する。 

  (1)  この団体の事業の企画及びその遂行に関する事項 
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  (2)  アイスホッケーに関する県内競技会及び日本アイスホッケー連盟等に対する代表参加者の選考及び 

推薦 

  (3)  会長・副会長・名誉顧問・参与の推薦 

  (4)  専門委員会設置に関する事項 

  (5)  その他この団体の運営に関する事項 

（招 集） 

第 13 条 

(1)  評議員会は会長が招集し、少なくとも１０日前に日時、場所、その会議の目的なる事項を評議員あて 

に通告する。 

  (2)  理事会は会長の承認を経て理事長が招集する。 

  (3)  会長が必要と認めた場合、又は理事構成員の３分の１以上から会議に討議すべき事項を示し、招集を 

請求されたときは、その請求のあった日から２１日以内に臨時評議員会又は臨時理事会(を招集しなけ

ればならない。 

（定足数） 

第 14 条 

(1)  評議員会の定足数は構成員の３分の２以上とし、理事会は構成員の過半数とする。ただし当該議事に 

つき書面をもってあらかじめ意志を表示した欠席者は出席者とみなす。 

  (2)  評議員会、理事会の議事はこの規約に別段定めのある場合を除くほか、出席者の過半数をもって可否 

同数のとき議長の決するところによる。 

（議事録） 

第 15 条 すべての会議には議事録を作成し、議長及び出席者の代表２名以上の署名捺印の上これを保管す

る。 

  

第６章  専門委員会 

（総務委員会） 

第 16 条  日本アイスホッケー連盟並びに関係各機関との連絡・折衡に関する事項、本連盟の規約の研究・審

議・立案等に関する事項、組織の統括・人事に関する事項、会議に関する事項、式典・行事等の企画準備・

実施に関する事項、物品の調達、管理に関する事項、祥章・記章の作成に関する事項、役員の派遣出張に

関する事項、その他、他委員会に属しない事項 

（普及事業委員会） 

第 17 条  普及指導に関する行事・催物の企画実施に関する事項、指導者の養成および研修に関する事項、指

導書・テキスト等の作成、小・中学生等学童に対する普及指導 

（強化委員会） 

第 18 条  競技力の向上に関する基本方針の作定、各種強化事業の企画と運営、コーチ養成に関する事項、コ

ーチ会議・研修会の企画・実施、強化指導書の作成、県外派遺コーチ・選手の選考に関する事項 

（競技事業委員会） 

第 19 条  年間競技日程の作成、本連盟主催・主管の各競技会の企画運営に関する事項、各種競技会の規程・

要項等の審議・立案・作成に関する事項、競技役員・補助役員等の掌握・招集に関する事項、登録資格に

関する事項 

（レフェリー委員会） 

第 20 条  競技規則の研究・審判員の組織の確立および統括に関する事項、審判員の指導・技術向上に関する

各種事業の企画・実施に関する事項、審判員の公認に関する事項、日本アイスホッケー連盟レフェリー委

員会との連絡折衡に関する事項 
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（その他の委員会） 

第 21 条  

(1) この連盟の事業遂行のために必要があるときは、理事会の決議に基づき第 16 条から第 20 条までに 

規定する委員会以外の委員会を置くことが出来る。 

  (2)  前項の規定にない委員会の運営に関する規則は理事会の決議を経て定める。 

 

第７章  加盟団体および加盟 

（加盟） 

第 22 条 次に掲げる団体で、この団体の趣旨に賛同するものは理事会、評議員会における承認を得て加盟団

体となることが出来る。 

（資格喪失） 

第 23 条  加盟団体は次の事由によってその資格を喪失する。 

   (1)  脱退 

  (2)  加盟団体の解散 

  (3)  除名 

（脱退） 

第 24 条  加盟団体が脱退しようとするときは、その理由を付して脱退届を提出し、理事会の承認を経なけれ

ばならない。 

（除名） 

第 25 条 加盟団体が次の各号の一つ以上に該当するときは、評議員会の議決を経て会長がこれを除名するこ 

  とができる。 

   (1)  この団体の加盟団体としての義務に違反したとき。 

  (2)  この団体の名誉を傷つけ、またこの団体の目的に違反する行為のあったとき。 

  (3)  加盟金及び登録料を滞納したとき。 

  (4)  アマチュア資格を失ったとき。 

（負担金） 

第 26 条  加盟団体は毎年別に定める加盟金及び登録料を納入するものとする。既納の加盟金及び登録料はい

かなる理由があってもこれを返還しない。 

 

第８章  登録及び登記会員 

（登録） 

第 27 条 本連盟の登録は加盟団体登録と会員登録の２本立てとし毎年更新するものとする。 

（加盟登録の種類） 

第 28 条  加盟団体及び会員登録を下記の通りとする。登録料は細則により別に定める。 

◇ チームカテゴリー        

一般 社会人・大学同好会 

オールドタイマー （オールドタイマー委員会が規定） 

大学 大学 

高校 高校生・高校とクラブチーム 

中学 中学生・中学とクラブチーム 

小学生以下 小学生以下・小学生とクラブチーム 

女子 女子のみのチーム 

加盟団体 チームに所属していない連盟役員のみ 
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◇ 個人 

18歳以上 当該年 4月 1日に満 18歳を迎えているもの 

15歳以上、18歳未満 当該年 4月 1日に満 15歳を迎えていて 

満 18歳に満たないもの 

15歳未満 当該年 4月 1日に満 15歳に満たないもの 

 

◇ レフェリー 

18歳以上男子 当該年 4月 1日に満 18歳を迎えているもの 

18歳以上女子 

18歳未満男女 当該年 4月 1日に満 18歳に満たないもの 

 

（登記会員の登録） 

第 29 条  加盟団体の地域内に居住または勤務するものでアイスホッケー競技を愛好し、しかも加入団体の登 

録会員でない者は加盟団体の資格審査を経て直接その加盟団体に登録することができる。 

（会員の所属団体） 

第 30 条  会員が所属する団体はいかなる場合も一つに限られる。 

（登録規定違反） 

第 31 条 加盟団体及び会員が登録規定に違反した場合１年を限度とする加盟団体資格及び会員資格の停止 

または保留処分を科することがある。 

 

第９章  規約の変更ならびに解散 

（規約の変更） 

第 32 条  この規約は評議員出席人員の３分の２以上の議決を経なければ変更できない。 

（解 散） 

第 33 条  この団体の解散は、理事現在数および評議員現在数おのおの４分の３以上の議決を受けなければな

らない。 

 

第１０章 会計 

（経費の支弁） 

第 34 条  本連盟の経費は加盟団体負担金、県または公共団体よりの補助金、本連盟の目的に協賛するものよ

りの寄付金、事業収入およびその他の収入をもって支弁する。 

（会計年度） 

第 35 条  この団体の会計年度は毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。 

  

第１１章  補則 

（書類及び帳簿の備付等） 

第 36 条  この団体の事務所に次の書類及び帳簿を備えなければならない。 

  (1)  規約 

  (2)  役員名簿・会員名簿・その他 

  (3)  収入支出に関する帳簿及び証拠書類 

  (4)  官公署往復書類 

  (5)  理事会・評議員会の議事に関する書類 

  (6)  その他必要な書類及び帳簿 

  前項の書類及び帳簿は５年以上保存しなければならない。 
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（職員） 

第 37 条  この団体の事務を処理するため事務局を設け職員を置くこともある。職員は会長が任免する。職員 

は有給とする。事務局に関する規定は理事会の議決を経て別に定める。 

（細 則） 

第 38 条  この規則の施行についての細則は、理事会の議決を経て別に定める。ただし、従前の兵庫県スケー

ト連盟に属したアイスホッケー部門の権利、義務の一切はすべてこの団体が継承する。 

第 39 条 本規約は昭和６０年５月１日より之を施行する。 

第 40 条  この団体の設立当初における理事・監事・評議員は次のとおり 

理事  名執一雄 日野耕太朗 中井洋 表敏一 渡辺真一郎 泉川謹之助 松宮良樹 西村正雄  

松原直樹 梅本匡 佐々木史郎 福島国弘 

監事  天羽徳之助 

        評議員  泉宏 黒川一郎 岡田好史 殿界正久 袴田剛 宮崎裕司 小田和男 宮崎久彦  

坂田英樹  蓮池一晃 林秀和 橋田昌久 小林三千男 平松一夫 畝村繁 中塚洋子 
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兵庫県アイスホッケー連盟規約 細則 

 

（目 的） 

第 1 条  連盟規約第 39条に基づき本連盟の組織運営に関する細部を規定する。 

（加盟手続） 

第 2 条  新たに加盟を希望する組織団体は次の書類を提出しなければならない。 

       名称、規約、役員・会員名簿（氏名・現住所・電話・職業等）連絡事務所責任者。 

学生団体にあっては当該大学の承諾書。 

（加盟団体） 

第 3 条  加盟団体とは連盟規約第 22 条に定めるアイスホッケー同好者１０人以上をもって組織された本細

則に基づき加盟登録したものをいう。 

（加盟承認） 

第 4 条  本連盟への加盟を希望する組織団体は理事会・評議員会の承認を必要とする。但し、緊急を要する 

ときは、理事会が加盟を認めることが出来る。 

（登録申請） 

第 5 条  登録申請は加入団体ごとに、書面により本連盟に提出しなければならない。 

（加盟金及び登録料） 

第 6 条  加盟金及び登録料は次の通りとし、本連盟に納められる、既納の加盟金及び会員登録料は如何なる 

理由があっても返還しない。加盟金及び登録料は当該年度により変更することもある。 

◇ チームカテゴリー  

                       アイスホッケー        インライン  

一般 30,000円  6,000円 

オールドタイマー 30,000円  6,000円 

大学 25,000円  6,000円 

高校 25,000円  5,000円 

中学 25,000円  5,000円 

小学生以下 25,000円  5,000円 

女子 30,000円  6,000円 

加盟団体    0円     0円 

 

◇ 個人 

                       アイスホッケー       インライン    

18歳以上 6,000円 2,000円 

15歳以上、18歳未満 5,000円 2,000円 

15歳未満 4,000円 1,000円 

       ※ただしオールドタイマーの個人登録費は 3.000円とする 

 

◇ レフェリー 

18歳以上男子 2,000円 

18歳以上女子 1,000円 

18歳未満男女 0円 

 

（所属団体の変更） 

第 7 条  会員が所属加盟団体を変更するときは、その加入団体の承認を得なければならない。会員の移動で 

加入団体が変わる場合は、新所属加入団体へ前所属団体の“登録変更承諾書”を提出しなければならない。

所属加入団体が承諾書の発行を拒み、これを不当と考える会員は本連盟へ提訴することが出来る。提訴さ

れた件に関し、理事会に於いて審議し決議する。 



- 19 - 

 

（資格の取消し） 

第 8 条  会員がアマチュア資格を失ったときは直に登録を取消す。 

（参 与） 

第 9 条  参与は本連盟の理事を３期以上つとめたもの、または兵庫県のアイスホッケー界に功労のあった者

の中から理事会が推薦し、会長が委嘱する。 

（評議員の推薦） 

第 10 条  加盟団体は各団体より 1 名の評議員を推薦しなければならない。ただしオールドタイマーは除く。 

（評議員の補欠） 

第 11 条  理事に選任された評議員の推薦加盟団体は評議員を補充しなければならない。理事は評議員を兼ね 

る事はできない。 

（評議員会） 

第 12 条  評議員会は会長・副会長・理事長・副理事長・理事・評議員をもって構成する。会長は議長となる。 

評議員会は年１回以上開催する他、次期会長の選出に伴う定期評議員会を開催する。なお、必要に応じ 

臨時評議員会を開催することが出来る。 

（専門委員） 

第 13 条  専門委員は加盟団体の申請により理事会の承認を得て会長が委嘱する。他に必要あれば理事会の承

認を得て登録会員の中から若干名の委員を委嘱できる。 

（専門委員会） 

第 14 条  連盟規約第六章に基づき各委員会は次の要領で実施する。 

  (1)  各部門委員会はそれぞれ必要な専門委員を以って構成する。 

  (2)  各部門委員会は委員長が招集し、議長となる。委員会開催の都度、理事長に報告しなければならない。 

   会長・理事長・理事はこれに出席して意見をのべることができる。 

  (3)  各部門委員会がそれぞれ所管事項の業務遂行に緊急を要するときは、委員長は理事長の承認を得てこ

れを専決処理することが出来る。 

  (4)  各部門委員会における審議または決定案は、理事会の承認を得た上で決定する。 

  (5)  各専門委員会の委員長は、理事により選任される。 

（賛助会員） 

第 15 条  アイスホッケー競技を愛好し、健全なる普及発達を計り県民スポーツの啓発高揚を期し、本連盟の 

発展に賛助される方を賛助会員とする。 

（理事長の専決処理） 

第 16 条  緊急の必要があるとき、理事長は会長の承認を得て専決処理することが出来る。この場合最近の理 

事会に報告しなければならない 

（競技会開催権） 

第 17 条  

(1)  加盟団体は本連盟主催・主管または後援の各種行事に所属の会員を参加させ、またはその地域におい 

て本連盟公認の競技会を開催することができる。 

  (2)  加盟団体は本連盟主催の競技会を共同主催または主管のもとに開催することが出来る。 

  (3)  公式競技については別に定める競技規定によって行われる。 

  (4)  日本アイスホッケー連盟主催の有料大会またはそれに準ずる大会を兵庫県アイスホッケー連盟が主 

管する場合には、所属チームに対し、運営支援を求めることができる。 

（日本アイスホッケー連盟評議員） 

第 18 条  日本アイスホッケー連盟定款施行細則第 7条により理事会に於いて評議員を選出し、推薦しなけれ 

ばならない。 
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（附 則） 

第 19 条  

(1)  本連盟の加盟団体及びその会員は、日本体育協会及び日本アイスホッケー連盟のアマチュア規定なら 

びに本連盟の規約、規約細則を遵守せねばならない。 

  (2)  本細則は兵庫県アイスホッケー連盟規約と共に施行する。 

  (3)  この規約細則は改定規約及び細則施行の日（平成 9年 8月 31日）から施行する。 

  (4)  一部変更された内容を含むこの規約細則は改定規約及び細則変更承認日（平成 24 年 5 月 6 日）から 

施行する。 

  (5)  一部変更された内容を含むこの規約細則は平成 25年 5月 19日の総会において改定規約及び細則の 

   更承認後、平成 25年 4月 1日にさかのぼって施行する。 

   (6)  一部変更された内容を含むこの規約細則は改定規約及び細則変更承認日（平成 26 年 4 月 20 日）から 

施行する。 

   (7)  一部変更された内容を含むこの規約細則は改定規約及び細則変更承認日（令和元年 5月 19日）から 

施行する。 
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事務局 

〒668-0047 兵庫県豊岡市三坂町 4-7 

Email : hyogo.ice_hockey.f@icloud.com  




